






























   This paper of subjects were clarified to define the principles of nursery care and education in the future days.In 
this paper the contents of teaching was attempted to organize the conscepts leading to the principles of nursery 
care and education.Extracting in organized the keyword which seemed to be associated with the principles in 
descripitions of the syllabuses.As a results,”especially of nursery care””The objects of nursery care””The history 
of ideas for nursery care”,”The solutions of nursery care”and agreements “,The solution of infant were extracted 
agenda for a further study was toconsider phirosophy,historical thought and Something other.
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いる大学、短期大学が少ないことがわかって
きた。また「保育内容（健康）」の新たなカ
リキュラムモデルの提示も必要であることに
気づかされることになった。準備時間の確保
を含めて、いかに指導すべきかが大きな課題
といえる。
先行研究には中谷奈津子「保育士養成テキ
スト『保育原理』における教授内容の分析（１）
〜（３）」（『社会問題研究』第66巻、2015年
~2017年）が存在する。同論文で中谷は「保
育原理」の口授内容を分析し、「保育の原理」
に通じる概念を整理している。またキーワー
ドを抽出しながら、概念化を試みた。今後は
哲学や保育思想史などにおいても考慮に入れ
る必要があるとしている。しかしながら、中
谷が扱っているシラバスについては考察や検
討が試みられていないことから、視点を異に
している。それは同じく、永見勇「保育とは
どのような営みを意味するのだろうか」（『名
古屋柳城短期大学研究紀要』第28巻、2006年）
や、黒川久美「乳幼児期の子どもの権利と保
育・療育の今日的課題」（『南九州短期大学人
間発達研究』第5巻、2015年）など近接領域
の研究は存在するものの、執筆者の研究視点
とは相違する。
「保育原理」では、「保育の基礎」、「保育士」、
「保育理論」、「保育者養成」、「保育心理」、「世界
の保育」、「保育行政」、「保育実習」、「保育者論」
に至るまで大変幅広い講義科目である。現在
の保育者養成においては「保育原理」を講義
することは、必然的なものとなっている。
本研究では、中部地方における保育者養成
校に焦点を絞り、各養成校のシラバスを収集
し、シラバスに明記されている講義内容につ
いて分析、考察を試みるものである。これを
通して、保育原理の講義の傾向や望ましい講
義のあり方について見出すことが可能となる。
Ⅰ.保育原理という講義
では、「保育原理」という名称はどのような
ものであったのか。2017（平成29）年3月に
発刊された『保育所保育指針解説書』によ
ると、第1章の「総則」の「３、保育の原理」
という項目が含まれている。「保育の原理」
は8ページの内容であり、「（１）保育の目標」、
「（２）保育の方法」、「（３）保育の環境」から
構成されていた。どのような内容であったの
か。
３．保育の原理
「保育の原理」とは、子どもの保育に携わ
る者の原理原則として、すべての保育所が共
通に理解し、認識しなければならないもので
す。保育所がその役割を適切に果たすために、
保育所の職員全員が保育の目標を達成するた
めにはどのように保育をしたらよいのかを理
解し、保育の環境に留意しながら実践を重ん
じていくことが必要である。
（１）保育の目標 
ア 保育所は、子どもが生涯にわたる人
間形成にとって極めて重要な時期 
に、その生活時間の大半を過ごす場
である。このため、保育所の保育は、 
子どもが現在をも良く生き、望まし
い未来をつくり出す力の基礎を培う
ために、次の目標を目指して行わな
ければならない。
 
（ア）十分に養護の行き届いた環境の下
に、くつろいだ雰囲気の中で子ども
の様々な欲求を満たし、生命の保持
及び情緒の安定を図ること。 
（イ）健康、安全など生活に必要な基本
的な習慣や態度を養い、心身の健康
の基礎を培うこと。
（ウ）人との関わりの中で、人に対する
愛情と信頼感、そして人権を大切に
する心を育てるとともに、自主、自
立及び協調の態度を養い、道徳性の
芽生えを培うこと。 
（エ）生命、自然及び社会の事象につい
ての興味や関心を育て、それらに対
する豊かな心情や思考力の芽生えを
培うこと。 
（オ）生活の中で、言葉への興味や関心
を育て、話したり、聞いたり、相手
の話を理解しようとするなど、言葉
の豊かさを養うこと。 
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（カ）様々な体験を通して、豊かな感性
や表現力を育み、創造性の芽生えを
培うこと。 
 
イ 保育所は、入所する子どもの保　護
者に対し、その意向を受け止め、子
ど もと保護者の安定した関係に配慮
し、保育所の特性や保育士等の専門
性を生かして、その援助に当たらな
ければならない。 
 
保育所は、それぞれの保育所によって特色
や保育方針がある。また保育所の規模や地域
性等も大いに関係しており、保育所における
保育のあり方は様々である。しかしながら、
すべての保育所に共通する保育の目標につい
ては、前述の「保育所保育指針」に示されて
いて、子どもの保育を通し、「子どもが現在を
も良く生き、望ましい未来をつくり出す力の
基礎を培う」こと、また「入所する子どもの
保護者に対し、その援助に当たる」というこ
とであることが確認できる。さらに保育所は
「生涯にわたる人間形成にとって極めて重要
な時期」にある乳幼児の「現在」が、心地よ
く生き生きと幸せであることを保育の目標と
するとともに、その「未来」を見据えて、長
期的視野を持って、生涯にわたる生きる力の
基礎を培うことを目標として保育することが
重要といえる。それは生涯を通じて発達し続
けていくであろう一人ひとりの子どもたちの
可能性や、成長する力を信じることである。
すなわち保育とは、子どもの現在と未来をつ
なげる営みといえる。
保育には、子どもの現在のありのままを受
け止め、その心の安定を図りながらきめ細か
く対応していく養護的側面と、保育士等とし
ての願いや保育の意図を伝えながら子どもの
成長・発達を促し、導いていく教育的側面と
があり、この両義性を一体的に展開しながら
子どもと共に生きるのが保育の場であるとい
えます。 
（２）保育の方法 
保育の目標を達成するために、保育士等は、
次の事項に留意して保育しなければならな
い。 
 
ア 一人一人の子どもの状況や家庭及び
地域社会での生活の実態を把握する
とともに、子どもが安心感と信頼感
を持って活動できるよう、子どもの
主体としての思いや願いを受け止め
ること。 
イ 子どもの生活リズムを大切にし、　健
康、安全で情緒の安定した生活がで
きる環境や、自己を十分に発揮できる
環境を整えること。 
ウ 子どもの発達について理解し、一　
人一人の発達過程に応じて保育する
こと。その際、子どもの個人差に十
分配慮すること。 
エ 子ども相互の関係作りや互いに尊重
する心を大切にし、集団における活
動を効果あるものにするよう援助す
ること。 
オ 子どもが自発的、意欲的に関われる
ような環境を構成し、子どもの主体
的な活動や子ども相互の関わりを大
切にすること。特に、乳幼児期にふ
さわしい体験が得られるように、生
活や遊びを通して総合的に保育する
こと。
カ 一人一人の保護者の状況やその意向
を理解、受容し、それぞれの親子関
係や家庭生活等に配慮しながら、様々
な機会をとらえ、適切に援助するこ
と。 
（３）保育の環境 
保育の環境には、保育士等や子どもなどの
人的環境、施設や遊具などの物的環境、更に
は自然や社会の事象などがある。保育所は、
こうした人、物、場などの環境が相互に関連
し合い、子どもの生活が豊かなものとな る
よう、次の事項に留意しつつ、計画的に環境
を構成し、工夫して保育しなければならない。 
ア 子ども自らが環境に関わり、自発的
に活動し、様々な経験を積んでいく
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ことができるよう配慮すること。 
イ 子どもの活動が豊かに展開されるよ
う、保育所の設備や環境を整え、保
育所の保健的環境や安全の確保など
に努めること。 
ウ 保育室は、温かな親しみとくつろぎ
の場となるとともに、生き生きと活
動できる場となるように配慮するこ
と。 
エ 子どもが人と関わる力を育てていく
ため、子ども自らが周囲の子ど もや
大人と関わっていくことができる環
境を整えること。 
保育所における保育の基本は、環境を通し
て行うことである。保育の環境とは保育士等
や子どもなどの人的環境、設備や遊具などの
物的環境、そして、自然や社会の事象などで
あり、こうした人、物、場が相互に関連し合っ
て保育の環境が作り出される。子どもの状況
により様々に変化していくなど応答性のある
環境にしていくことが重要である。 
Ⅱ.研究方法
（１）分析対象と方法
各保育者養成校のホームページにおいて、
公開されているシラバスに限定して、分析
を行った。シラバスの対象時期は2018（平成
30）年が基本であるが、公開されていない場
合については、2017（平成29）年のものを採
用した。また対象校は、中部地方における
大学、短期大学の養成校168校に限定し、保
育者養成を目的とする専門学校は除外した。
キーワードについては、「保育原理」、「保育原
理」（Ⅰ・Ⅱ）、「保育の原理」、「保育論」、「保育
の基礎」、「保育基礎論」を同類の名称と見做
し、抽出した。なお各養成校のシラバスから
のキーワードの抽出・分析作業は、田中、伊
藤、岩治の3名で行った。
（２）保育原理をシラバス分析する意味
「保育原理」は、「保育士養成科目」の一つ
であり、保育の基本的な理念について体系的
に捉えるものである。そのため保育士養成カ
リキュラムにおいて、非常に重要な科目とし
て捉えることができる。なお「幼稚園教諭養
成課程」においては必ずしも必修科目ではな
いが、多くの保育者養成校では、共通の必修
科目として位置づけられている。
Ⅲ.考察
結果及び考察については以下に（１）から
（８）までの項目ごとに記述する。この項目
については『保育所保育指針』改訂の内容と
しての８つの視点があることから、それを参
考にしている。
（１）「保育とは何か」（「保育の理念と概念」、
「養護と教育の一体化について」など）
多くの保育者養成校では、「保育とは何か」
（71.4％）や「保育の理念と概念」（18.4％）の
講義名称を使用している。ほかには「保育と
は」（５.2％）,「保育の概念（とは）」（２. ２％）
などが続く。
保育が子どもを産み育てる営みでること、
その営みが実に奥が深いことなどが概念や意
義を明らかにすることが設定されている。保
育の定義やその必要性、保育活動の本質など
を考える項目となっている。
シラバスでは第1回講義に設定されている
養成校が圧倒的に多く第2回、第3回と続いて
いる。前半の授業内容として欠かせない内容
となっている。
（２）「保育の目的」
「保育の目的（・意義）」（74.0％）が多く「保
育の目的・方法」（15.2％）、「保育のねらい・目
的」（10.1％）と続く。（１）の内容に含まれ
ている場合も多い。「保育は保護と教育」を
言う要素をあわせもった概念であることや、
保育の対象である乳幼児が身体的にも精神的
においても、未成熟な存在であり、未発達で
あり、か弱い存在であることなどもこの内容
にふくまれる。
また保育と児童福祉との関係についても、
ここに含まれる内容である。福祉の立場で考
えると、保育を必要とする家庭環境で育つ乳
幼児は、何らかの施設やそれにふさわしい教
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育的環境としての生活の場があたえられなぇ
ればならず、子どもの人権を保護し、どのよ
うな家庭において、養育されるにしても、乳
幼児が適切な保育が受けられる環境を整備す
るのが最善であることなども盛りこまれてい
る。
（３）「保育の歴史」（日本・西洋）（「保育の歴史・
思想」、「保育思想の歴史」、「日本・西洋の「保
育実践の発展過程」など）
「保育の歴史（日本・西洋）」（68％）で多く、
「保育の歴史・思想（を学ぶ）」（22.5％）、「保
育思想の歴史」（7.5％）などと続く。
いわゆる「保育史」といわれる分野である。
保育を行うためには、どのようなものが形成
されたのか、また保育に取り組んできた先人
たちが保育思想をいかに形成し、それが現代
においてどのような影響を与えてきたのか、
について考える内容である。養成校シラバス
では、おもに第3回講義から第5回講義に集中
している。また第11回から第13回の後半部分
に行われている養成校も僅少であるが存在す
る。講義内で取り上げる人名がシラバスに明
記されているところもあり、西洋の保育では、
コメニウスやルソー、ペスタロッチ、フレー
ベル、エレン＝ケイ、モンテッソーリ、デュー
イなどが典型のようである。これらの人物は、
幼稚園や保育所の採用試験などでもよく頻出
されるものであるため、採用試験対策の知識
習得としてめざされることが多い。また日本
では、大正時代ごろの二葉幼稚園（のちの保
育園）の創設者である野口幽香や森嶋峰、誘
導保育論の提唱者であり、「日本の保育の父」
と称された倉橋惣三が多い。また大半は先述
した西洋の保育家（実践家）である。保育原
理の授業に「保育の歴史」は、大方の養成校
で取り入れられている。
（４）「保育課程と保育方法」（「保育の目的と方
法」、「保育内容と方法」、「乳幼児期の発達と保
育内容・方法」など）
「保育課程と保育方法」（40.3％）、「保育の目
的と方法」（17.2％）、「保育内容の方法」（6.4％）
と「乳幼児期の発達と保育内容・方法」（2.3％）
へと続く。
保育内容の5領域（表現、言葉、環境、健
康、人間関係）について基礎的なところを抑
える程度に示されている。「保育内容」の講
義については、「5領域」および「保育内容総論」
とよばれる講義があるため、そちらで行われ
ている可能性は高い。
保育課程や保育方法では、子どもの主体性
を育む保育について考えるものであり、また
その方法にはさまざまな種類や保育形態の違
いがあること、さらに自由保育や一斉保育と
の違いや、諸外国の保育の方法に至るまで広
範囲の内容である。
『保育所保育指針』に掲げられている、子
どもの主体性をはぐくむ保育とは、子ども一
人ひとりをあるがまま受け止め、一人一人の
良さや可能性があることを前提としたかかわ
り方を学んだり、すべての子どもの存在を認
めたり、関わりたくなるような環境を用意す
ることである。そのため保育者の指示は極力
少な目にしないといけないなどの規則も見受
けられる。
また保育形態もさまざまであり、チーム保
育をはじめ、調合保育や異年齢保育、自由保
育や一斉保育など子どもたちがさまざまな保
育形態を通じて、子どもたちが発達に必要な
体験を積み重ねていかなくてはならない。
子どもの活動に対して保育者は、一定の保
育目標やねらい、見通しをもって作り出さな
ければならなければならない、大切なことで
ある。さらに諸外国の保育についてもふれ
ており、幼稚園・保育所に違いがあるアメリ
カをはじめ、保育所の機能が活発であるス
ウェーデン、家庭的保育の盛んなイギリスが
取り上げられている。
またイタリアのレッジョ＝エミリアの保育
については、子どもたちの自由保育の姿に興
味や関心をもつ者も少なくなく、いまや世界
的に評価を受けるようになっている。
（５）「幼児理解」（「（子）こども理解」、「子ども
理解の方法」など）
「幼児理解」・「子ども理解」（28.7％）、「子ど
もの理解の方法」（24.1％）などであるが、多
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くの保育者養成校のシラバスで必ずとりあげ
られているわけではない。「心理学」や「教
育心理学」、「保育の心理学」などの範囲に含
まれることも多い。
（６）「家族支援と子育て支援」（「現代の子育て
支援と保育制度」、「幼保一元化と認定子ども
園」、「保育・幼児教育の制度と『幼保一元化』
の課題」など）
「家庭支援と子育て支援」（31.0％）をはじめ
「現代の子育て支援と保育制度」（24,2％）、「幼
保一元化と認定子ども園（制度）」（19. １％）、
「保育・幼児教育制度」（17.2％）、「保育行政」
（9.3％）と続く。比較的シラバスの小見出し
の表題が多岐にわたっている。また「子育て
支援新制度」に関する内容がトピックになっ
ており、多くのシラバスにこれらの関連用語
（子育て支援、幼保一元化、幼保連携型認定
子ども園、少子化、子ども子育て支援システ
ムなど）の登場が見受けられた。
先述したが、現在の保育行政は、幼稚園や
保育所、認定子ども園が存在し、多様化して
いく方向であり制度も複雑化している。認定
子ども園の創設に加え、「子ども・子育て新制
度」が設けられる、2015（平成27）年より完
全実施となった。
（７）「保育計画」（「保育の計画・実践」、「保育
実践の基本構造」など）
「保育計画」（46.5％）、「保育の計画・実践」
（32.3％）がほとんどである。幼稚園や保育園、
認定子ども園で保育を行う際には保育計画が
大切となり、どのような視点をもたなければ
ならないかが大変重要となる。保育の計画に
は具体的にどのようなものが存在し、どのよ
うなことを考えてすすめていくのかが内容と
なっている。計画と目標、計画案の立案とそ
の手順、経過の種類と留意事項、実習におけ
る指導案にいたるまで多岐にわたっている。
（８）「保育所保育指針」と「幼稚園教育要領」
（「幼保連携型認定子ども園教育・保育要領」
など）
「『保育所保育指針』と『幼稚園教育要領』（と
の違い・特色など）」（50％）をはじめ、「保育
所・園の（保育）と幼稚園の（教育）」（24.5％）、
「幼稚園・保育所の違い」（17.5％）と続く。「保
育所保育指針」と「幼稚園教育要領」の共通
点と違いをふまえ、役割について理解すると
ともに、それぞれの目的や目標についても習
得することになっている。また「認定子ども
園教育保育要領」も含めて学ばせるシラバス
も見られる。
Ⅳ.結果
シラバスの分析を通じて、保育原理では保
育職をめざし、免許や資格を取得する学生ら
が保育の専門的知識・技術を身に付け保育者
としての資質向上を図ることで、保育の質を
高めるための講義てあることに気づく。
Ⅴ.おわりに
中部地方の保育者養成校における「保育原
理」のシラバスの分析・考察を行った。大き
く８つの項目より内容について分析した。「保
育原理」は保育者にとっての基礎的内容を多
く含んだものであり、保育者養成、保育内容、
保育行政にいたるまで幅広く教えられてい
る。またキーワードは時代にマッチしている
が、大きな変化を遂げていない。さらに「保
育原理＝保育の歴史」の感も否めなく、「保育
原理」のなかに歴史の内容を入れるではなく、
あえて「保育史」（西洋・日本）のように分離
することも可能であろう。
いずれにせよ、新たな時代に対応すべく保
育原理のシラバスづくりが求められる。
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